
「第4回集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する検討会」座席図

日時 :平成24年 10月 3日 (水 )18:30～ 20:00
会場 :厚生労働省 省議室 (9階 )
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第 4回

集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証
及び再発防止に関する検討会

議 事 次 第

開会

2 議題

(1)研究班か らの報告 1 検証項目「 1.予防接種等の
実態」の (1)～ (3)に関する文献調査について

(2)研究班か らの報告 I 検証項目「 1.予防接種等の
実態」の (4)及び検証項目「4.集団予防接種等
による B型肝炎感染被害発生の把握及び対応」の (2)
に関する自治体 (保健所を含む)向 けアンケー トに
ついて

＞

０

＞

味
０

［

］

口

【

　

・

・

ピ

Ｆ

３

０

月

２

９

。

”
＜

■
１年

。
室

４

３

２

‥
議

成

８

平

１
省

3 閉会



酵見料

資料 1 -1  文献調査の作業経過報告

-2  資料 1 別添資料編

資料 2-1 集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証及び再
発防止に関する研究班 アンケー ト調査の概要 (案 )

-2  平成 24年度厚生労働科学研究  「集団予防接種等によ

るB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する研究」

都道府県アンケー ト調査 (案 )

-3  平成 24年度厚生労働科学研究  「集団予防接種等によ

るB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する研究」

市町村アンケー ト調査 (案 )



資料 1-1

文献調査の作業経過報告

1 文献調査の方法

(1)統計資料の場合

○ 国が行う統計調査の情報は冊子または電子データ (政府統計の総合窓口)で公表されている。
ただし、電子データで提供されるのは概ね平成 8年頃以降のデータであり、それ以前の統計

資料については、過去の統計を国会図書館等で検索、該当部分を複写 し、データを入力する。

(2)法令等の場合
○ 法令 (法律、政令、省令、告示等)については、「官報情報検索サービス」(独立行政法人国
立印刷局)を用いることで、昭和 22年 5月 3日 (日本国憲法施行日)以降の全ての官報掲載

記事についてキーワー ドを用いた検索ができる1.

○ 官報に掲載されない通知等については、厚生労働省に関連する行政文書等の提供を受け分析
作業に着手したところ。

○ その他、雑誌等の検索によって不足する情報を補完する。

(3)学術雑誌の場合
○ 国内で発行された医学、薬学系の学術雑誌等については、「医学中央雑誌」 (医学中央雑誌刊l
行会)を用いて検索することが可能である2.

0 1983年 (昭和 58年 )以降の文献はインターネット上でデータベースが公開されており (有

料)、 キーワー ドを用いた検索が可能である。

0 1903年 (明治 36年 )か ら 1982年 (昭和 57年)の文献情報は国会図書館にデータが移管さ
れており、国会図書館の webページより閲覧できる。国会図書館のシステムでは全て原本が

画像として保存されておリキーワー ド検索はできない。月ごとに全収録文献の索引が作成さ

れており設定したキーワー ドに関連した文献を探すことになる。

○ 医中誌に掲載されているのは多くの場合、論文名、著者、雑誌名、出版年等の情報であり、
要約がないものもある。文献の全文は別途入手する必要がある。

○ 入手できた文献から関連する記述を抜き出し、入力した上で整理する。

1「「官報情報検索サービス」は、官報 (本紙、号外、政府調達公告版、資料版、日録)をインタ
ーネットで検索できる会員制サービス (有料 :料金表参照)です。 」「昭和 22年 5月 3日 。日本
国憲法施行日以降～当日発行分 (当 日分は午前 8時 30分以降に公開)ま での官報が検索できます。」
(官報情報検索サービス HPよ り)
2「国内発行の、医学・歯学・薬学・看護学及び関連分野の定期刊行物、のべ約 5,000誌から収
録した約 750万件の論文情報を検索することが出来ます。」 (医学中央雑誌HPよ り)



目次・

索引巻
内科 外科

19XX

年

1月 分 0 ◇ ◇
2月分 0 ◇ ◇

12月 0 0 ◇
図 1 1982年以前の医中誌データベースの構造
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2 文献調査の結果報告

検証項 目 1 予防接種等の実態
①予防接種法の対象疾病の流行等の実態

予防接種法に規定される対象疾病の歴史的変遷を整理するとともに、対象疾病の流行等の状況

について統計情報から把握する。

【方法】

○ 昭和 23年から昭和 63年までの期間を対象に、予防接種法等における対象疾病の変遷を整理
した。

○ その上で、対象疾病の患者数、罹患率及び死亡者数等について、伝染病統計3、 人口動態調査
4等の統計資料を収集、整理した。

○ また、予防接種制度において予防接種を実際に受けた人数を、「保健所運営報告年報」5、「保
健所運営報告」6から把握した。

【結果の概要】

1)予防接種対象疾病の変遷
○ 昭和 23年～昭和 63年における予防接種法及び結核予防法における対象疾病の変遷は表 1の
とおりである。

3統計の名称は「伝染病及び食中毒概況」「伝染病簡速統計月報 .」 など年代によって変遷があるが、
昭和初期からの統計データが把握可能である。
4明治 32年調査開始。なお、昭和 22年からは指定統計として厚生省が所管
5 日召和 29年―昭和コ34年
6昭和 35年～平成 8年



表 ′1 予防接種法・結核予防法における対象疾病

S23～ S26～ S33- S36～ S39～ S43～ S45～ S51 S52
S53  ～

S63

● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

● ● ● ● ● ● ▲

● ● ● ● ● ● ▲

▲ ▲

▲ ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

▲ ● ●

▲ ▲ ●

▲ ▲ ▲

12疾病 ‖疾病 11疾病 12疾病 12疾病 13疾病 13疾病 12疾病 12疾病 12疾病

● :定期接種として実施 ▲ :定期接種として実施するもの以外 ■ :結核予防法



2)予防接種対象疾病患者数等の推移
○ 予防接種対象疾病患者数の合計の推移をみると、全体的には減少傾向を示している。
○ 昭和 32年、昭和 37年、昭和 40年、昭和 52年にピークがあり、これらはいずれもインフル
エンザの流行を反映している。特に昭和 32年のインフルエンザはアジアィンフルエンザと呼

ばれ、100万人近い患者数が報告されている。

○ 昭和 20年代には、予防接種対象疾病の患者数は70万人を超えて推移していたが、昭和 50年
代までに 20万人以下に減少している。予防接種対象疾病による死亡数を見ても、昭和 20年

代に 16万人前後であったが、昭和 30年代までに急速に減少し、昭和 60年代までに 5,000人

を下回る水準となっている。

○ 結核は予防接種対象患者数の 7割程度を占めている。昭和 20年代だ昭和 30年代前半までは
結核患者は 50万人を超えていたが、その後は減少を続け、昭和 50年代には 10万人を下回る

水準となつている。

○ ポリオは昭和35年頃に全国で年間5,000人を超える患者が報告される大流行が見られたため、
昭和 36年に緊急接種が行われ、昭和 39年には予防接種法の対象疾病となった。昭和 36年以

降、患者数は減少を続け、昭和 51年以降報告数はほぼ 0となっている。

○ その他痘そう、百日せき、腸チフス、パラチフス、発疹チフス等についても昭和 23年の予防
接種法の施行以降、患者数は年々減少する傾向を示している。

○ これら予防接種対象疾病患者数の減少は、戦後の衛生環境や栄養状態の改善等と合わせて、
予防接種の効果が表れているものと考えられる。

(参考)

日本では 1960年代中頃までに、ポリオ流行はほぼ終息し、1981年以降、国内では野生株によ

るポリオ症例は報告されていない。

(中略 )

日本では、1950年代から 1960年代初頭における大規模なポリオ流行に対応するため、開発さ

れて間もない OPVがソ連 (当時)およびカナダから緊急輸入され、1960年代中頃までに、国内のポ

リオ流行は、ほぼ終息した。1964年から国産 OPVの製造が始まり、ポリオ定期予防接種により高

いワクチン接種率が維持されている。1980年に長野県で検出された 1型ポリオウイルス野生株以

降、ポリオ様麻庫患者から野生株ポリオウイルスは検出されておらず、その結果、我が国では、

30年近くにわたり野生株によるポリオ症例は報告されていない。

出典)ポ リオワクチンに関するファク トシー ト (平成 22年 7月 7日版 )、 国立感染症研究所、第
11回 厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会資料

(参考 )

わが国では 1948年に百日せきワクチンが導入され、ワクチンの普及とともに百日せき患者は激

減した。

出典)百日せきワクチンに関するファクトシート (平成22年 7月 7日版)、 国立感染症研究所、
第 11回 厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会資料
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3)予防接種被接種者数の推移
○ 予防接種被接種者数 (複数回接種のものは第 1回の人数を被接種者数とみなした値)は、昭
和 30年代～昭和 40年代前半は概ね年間 4千万人前後で推移 し、昭和 40年代以降は、昭和

50年前後に一度落ち込むものの、それ以外の期間では年間 3千万人を超える水準で推移して

いる。なお、この数値は定期 口臨時、市町村実施・保健所実施の合計数である。



②予防接種制度 (副反応情報収集、健康被害救済を含む)

【方法】

○ 昭和 23年から昭和 63年までの期間を対象に、「予防接種法」、「予防接種実施規則」(昭和 32
年までは「予防接種施行心得」)及び「予防接種実施要領」に規定される予防接種制度の変遷

を整理した。

【結果の概要】

1)法令等における規制動向
i)接種器具の滅菌及び被接種者毎の器具滅菌・交換
○ 昭和 23年 11月制定の「種痘施行心得」「ジフテリア予防接種施行心得」「腸チフス、パラチ
フス予防接種施行心得」「発しんチフス予防接種施行心得」「コレラ予防接種施行心得」には

じまり、昭和 24年 10月 の「ツベルクリン反応検査心得」「結核予防接種施行心得」の制定、

昭和 25年 2月 の「百日せき予防接種施行心得」制定、昭和 28年 5月 制定の「インフルエン

ザ予防接種施行心得」にいたる予防接種対象疾病毎に制定された「心得」にはすでに注射器

及び注射針 (種痘の場合は痘しょう盤及び種痘針等)の消毒 (煮沸消毒 (やむを得ない場合

でも5%石炭酸水消毒))と 被接種者ごとの注射針の消毒が明記されている。

○ なお、「ツベルクリン反応検査心得」では、上記の接種器具の消毒の規定に加え、「注射針は
注射を受ける者一人ごとに固く絞つたアルコール綿で排しょくし、一本の注射器のツベルク

リンが使用し壺くされるまでこの操作を繰り返して使用してもよい。」との記載がある。

○ その後、昭和 33年 9月 の「予防接種実施規則」制定に伴い、予防接種対象疾病毎に制定され
ていた「心得」は同実施規則に一元化され、接種用器具の乾熱、高圧蒸気又は煮沸による滅

菌と、注射針、種痘針及び乱束1針を被接種者ごとに取り換えることが義務づけられた。これ

により、種痘、ジフテリア及び百日せき、腸チフス及びパラチフス、発しんチフス、コレラ、

インフルエンザ及びワイル病の予防接種について接種器具の滅菌と被接種者ごとの注射針の

交換が法令上規定された。また、同実施規則の下に制定された「予防接種実施要領 (昭和 34

年 1月制定)」 では、「接種液を吸入するには、そのつど滅菌した注射器を使用しなければな

らない」とされ、実施規則の内容が具体的に説明された。

○ 昭和 63年 1月 付で国から発出された「予防接種等の接種器具の取扱いについて」において、
各都道府県衛生主管部局に対し、注射針だけでなく、注射筒も被接種者ごとに取り替えるよ

う指導するよう通知され、被接種者ごとに注射針及び注射筒を交換する方式が明文化された。



li)接種用具等の整備責任

○ 昭和 34年 1月 制定の「予防接種実施要領」において、「接種用具等 (特に注射針、体温計等
多数必要とするもの)は、市町村長が購入のうえ整備しておくこと」とされ、被接種者ごと

の注射針交換等に耐えうる数量の注射針の整備は市町村長の責任において実施されることが

明確化された。

○ 今後は、市町村における器具の整備状況や、そのための予算等の把握が可能か調査方法を検
討する必要がある。

面)時間あたり接種人数
○ 昭和 23年 11月 制定の「種痘施行心得」「ジフテリア予防接種施行心得」「腸チフス、パラチ
フス予防接種施行心得」「発しんチフス予防接種施行心得」「コレラ予防接種施行心得」にお

いて、種痘は急ぐ場合において医師一人あたり1時間に 80人程度、ジフテリア、腸チフスパ

ラチフス、発しんチフス及びコレラは同 150人程度とされた。昭和 24年 10月 制定の「ツベ

ルクリン反応検査心得」「結核予防接種施行心得」では医師一人あたり1時間に 120人程度
とされた。昭和 25年 2月 制定の「百日せき予防接種施行心得」では医師一人あたり1時間に

100人程度とされた。
○ 昭和 34年 1月 制定の「予防接種実施要領」において「予防接種実施計画の作成」が明記され、
医師一人を含む―班が一時間に対象とする人員は、種痘では80人程度、種痘以外の予防接
種では 100人程度が目安とされた。            ,

○ これは、種痘において 45秒に一人、種痘以外において 36秒に一人の接種を行うことを意味
し、①における被接種者ごとの注射針の交換・滅菌と両立しうる計画となっていたのかにつ

いては検証の必要があると考えられる。

市)健康被害救済制度、母子感染防止事業の導入等
O ①予防接種対象疾病の流行等の実態で見たように、戦後感染症の発生を抑えることは、当時
の社会にとって重要な課題であり、そのための有効な手段の一つとして予防接種制度が構築

維持されてきた。予防接種健康被害救済制度は昭和 45年から閣議了解の形で導入され、昭和

51年の予防接種法の改正により法定化された。

○ また、昭和 60年 5月発出の通知「B型肝炎母子感染防止事業の実施について」において、妊
婦に対する検査及び陽性の場合における子へのワクチン投与が定められた。

○ 上記通知は、HBs抗原・抗体検査、抗HBs人免疫グロブリン投与及びB型肝炎ワクチン投
与が健康保険法上の給付の対象となつたことに伴い、上記通知を平成 7年 3月 に廃止し、新

たに「平成 7年 3月 31日児発第 309号「B型肝炎母子感染防止事業の実施について」」を発

.出、平成 7年 4月 より「B型肝炎母子感染防止事業実施要綱」に基づいて事業が実施される

こととなつた。

○  「 B型肝炎母子感染防止事業実施要綱」では、事業の実施主体は都道府県、保健所設置市及
び特別区と_され、委託医療機関において検査を実施し、保健指導を行うものとされた。また、

保健所長は委託医療機関からの報告を受けるとともに受診票交付台帳を整備し、各年度毎に

国に対して報告を実施するものとされた。



○ 経費は、都道府県、保健所設置市及び特別区の負担とされ、国は予算の範囲内において別途
補助を行うこととされた。

【今後の方針 (案 )】

○ 予防接種制度の歴史的変遷については、厚生労働省に資料等の提供を受け、分析に着手した
ところ。今後情報を補完していく予定である。

○ 前回班会議においてご指摘のあつたGHQ関係の資料を収集、確認し、昭和 20年代頃の制度
設計のねらいや背景についても把握する予定。

10



③予防接種に使用する器具等の開発口普及状況

【方法】

○ 医中誌の索引から、「注射」「注射器」「注射針」「注射筒」「予防接種」「減菌」という項目に
挙げられている記事を確認し、その中から関連のありそうなものを特定・収集した。収集し

た文献情報から、昭和 23年以降の予防接種等にかかる技術開発の状況を年表形式で整理した。

予防接種に使用する器具等として、注射針、注射筒、滅菌器及び消毒器を取り上げ、「薬事エ

業生産動態統計調査」
7か ら、該当する器具について生産金額を把握した。

特に注射針については「ディスポーザブル注射針」及び「ディスポーザブルでない注射針」

の推移を、注射筒については「ディスポーザブル注射筒」及び「ディスポーザブルでない注

射筒」の推移を把握した。また、滅菌器及び消毒器については「高圧蒸気滅菌器」「乾熱滅菌

器」「ガス滅菌器」「煮沸及び蒸気消毒器」「ガス及び薬液消毒器」の推移を把握した。

【結果の概要】

|)注射器の技術開発の状況

○ 文献を概観すると、戦後の注射器の技術開発の歴史においては、昭和 20年代～30年代にか
けての注射器の規格標準化、昭和 30年代のディスポーザブル化が主なトピックである。

○ このうちディスポーザブル化については、昭和 33年ごろに米国で販売が開始されており、そ
の当時から日本へも輸入されている。

○ 昭和 37年には厚生省によリプラスチック製のディスポーザブル注射筒が承認され、昭和 38
年に国内メーカーからディスポーザブル注射筒の発売が開始された。また、昭和 39年にはプ

ラスチック製針基のディスポーザブル注射針の販売が開始されている。

○ 昭和 45年には、薬事法に基づき、ディスポーザブル注射器、注射針の製造基準が告示された。
○ ディスポーザブル製品の製造時の滅菌方法は、エチレンオキサイドガスを用いたガス滅菌と、
ガンマ線による放射線滅菌とがある。

○ エチレンオキサイ ドガス滅菌は昭和 37年に国内で初めて実用化が成功し、昭和 38年には事
業化された。初期には国内需要よりも輸出を中心に拡大し、その後国内製品向けも普及が進

んだ。

○ 放射線による殺菌効果の医療用具への適用は、商業的には昭和 28年 (1953年 )の米国エチ
コン社が最初とされ、その後急速に導入が進んだ。世界の医療用具の放射線滅菌施設は、昭

和 42年 (1967年 )時点で 9か国 14か所との報告がある。日本におけるディスポーザブル製

品の普及に伴つて、昭和 44年には商業ベースの国内初の放射線滅菌施設 (ディスポーザブル

製品を放射線滅菌するための施設)が稼働を開始している。

7昭和 27年～、厚生省大臣官房統計調査部編
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○

注射器の普及の状況

「薬事工業生産動態統計調査」においては、注射針、注射筒は生産額、生産量とも昭和 40年

代から増加を続けており、昭和 50年時点で生産額は注射針約 80億円、注射筒約 40億円、昭

和 60年時点で注射針約 140億円、注射筒約 100億円であつた。

なお、注射針及び注射筒について、統計上ディスポーザブルの分類が設定されたのは昭和 58

年以降であり、昭和 23年～昭和 57年の間のディスポーザブルが普及していく状況は把握で

きなかつた。昭和 58年時点では、ディスポニザブルの生産量は非ディスポーザブルに対して

注射針で約 20倍、注射筒で約 6倍であつた。

生産額及び生産量から算出される注射針の単価は 2.5～ 5円 /本程度の範囲で推移 しており、

年次による大きな変化は見られない。統計上、ディスポーザブル注射針の区分が設定された

昭和 58年以降、ディスポーザブルの単価は、非ディスポーザブルよりも 1～3円/本程度安
い値となつている。

注射筒については、昭和 45年～昭和 57年まで概ね 10～ 20円の範囲で推移している。ディス

ポーザブル注射針の区分が設定された昭和 58年以降では、ディスポーザブル注射筒の単価は

15円 /個程度、非ディスポーザブル注射筒は 150～ 190円 /個程度である。

なお、文献調査では、注射器の単価は昭和 41年に注射針が 6円 /本程度、注射筒が 23円～

40円/個程度との記載が見られた。

普及状況に関して、昭和 41年の時点で東大では輸血関係のディスポーザブル化の方向性が決

まっていたとの記載がみられる (ただし実際の切り替えはまだ済んでいなかった )。 一方、昭

和 46年に慶応大学ではコス ト面などの課題があるためにまだ全面的には導入されていなか

つたとされる。

コス ト面以外にも、滅菌に対する信頼性への懸念や、「使い捨てはもったいない」という心理

的抵抗感等もあり、ディスポ注射器は販売開始当初はなかなか普及しなかった。

その後、事故・災害時など消毒設備がなく緊急を要するような場合の使用を通じてディスポ

ーザブル製品に対する認識が向上したことや、昭和 39年のライシヤワー事件8を契機に輸血

後肝炎の感染予防の必要性が指摘され始めたことなどを背景に、昭和 40年代後半から大病院

の採血場面等で採用されるようになり、国内に普及し始めたι

8ライシャワー駐日米国大使が暴漢に刺され、一命は取りとめたものの手術時の輸血により輸血
後肝炎を発症したことが社会的に問題となった事件。この事件を契機に、売 (買)血追放運動が
起こり、政府は 1964年 (昭和 39年)8月 21日 、「献血の推進について」を閣議決定した。献血
の受け入れ体制が急速に充実したことで、売血に依存していた輸血制度は大きく転換した。

○

○

○

○

○
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lii)滅菌・消毒の技術開発の状況

○ 滅菌・消毒の歴史を見ると、熱による滅菌消毒法は 1900年前半までに開発され、煮沸消毒法、
蒸気滅菌法、乾熱滅菌法など現代につながる方法が確立されている。

○ 化学的滅菌・消毒法についても、フェノール、ヨー ドチンキ、ホルムアルデヒド、アルコー
ルなどの消毒効果は 1900年初めごろまでに発見されている。その後、20世紀に入リマーキ

ュロクロム、クロルヘキシジン (ヒ ビテン)などが開発され、エチレンオキサイ ドガス滅菌

法は 1949年に理論的に確立された。

○ 放射線による滅菌は、1953年に電子線による方法が行われた。
○ 日本においては、昭和 40年代からエチレンオキサイドガス滅菌、放射線滅菌に関して滅菌条
件を検討する研究が行われている。

Ⅳ)減菌器及び消毒器の普及の状況

○ 滅菌器及び消毒器については、生産額、生産量とも昭和 40年代から増加を続けており、昭和
50年時点で生産額は約 30億円、昭和 60年時点で約 70億円であつた。

○ 統計上、滅菌器及び消毒器の区分が詳細化された昭和 58年時点では、「煮沸又は蒸気消毒器」
が個数ベースで 83%、 「高圧蒸気滅菌器」が約 15%であった。

○ 生産額及び生産量から算出される滅菌器・消毒器の単価は、高圧蒸気減菌器で 40万～50万

円、乾熱滅菌器 12万～15万円、ガス減菌器は 70万～100万円 (昭和 59年以降)、 煮沸又は

蒸気消毒器は 2000～4000円程度である。

【今後の方針 (案 )】

○ ディスポーザブル製品の現場での普及状況や滅菌・消毒方法に関する状況を把握できる情報
を探索する予定。
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3 予防接種対象疾病の死亡者数

表 1 予防接種対象疾病と人口動態統計の死因分類 (小分類)の対応の推移

S23-S24 S25-S42 S43-S53 S54-S63

呼吸器系の結核

髄膜及び中枢神経系の結核

腸及び腹膜の結核

脊柱の結核

骨及び関節の結核(青柱を除く)

皮膚及び皮下疎性結合組織の

結核

リンパ系の結核

泌尿性器系の結核

その他の臓器の結核

票粒結核

呼吸器系の結核

その他の結核

呼吸器系の結核

その他の結核(後遺

症含む)

呼吸器系の結核

その他の結核(後遺

症含む)

コレラ コレラ コレラ コレラ

ペスト

・腺ペスト

・原発性肺ペスト

・その他

ペスト ベスト 腸チフス

ジフテリア ジフテリア ジフテリア ジフテリア

百 日せき 百日せき 百日せき 百日せき

狸紅熱
狸紅熱(B7:農紅熱及

び連鎮球薗性口峡炎)
狸紅熱

急性灰自脊髄炎及び急性灰自

脳炎
急性灰自腱炎 急性灰自腱炎 急性灰白髄炎

疸そう 疸そう 疸そう 痘そう

麻疹 麻疹 麻疹 麻疹

風しばその他の濾過性病毒に

よる疾患)

腸チフス 腸チフス 腸チフス

パラチフス ′くラチフス(B17:伝染

性及び寄生性として分

類されたその他の療

患)

発疹チフス及び発疹チフス様

疾患(リケッチアによるもの)

発疹チフス及びその

他のリケッチア病

チフスおよびその他

のり
"ア
症

発疹チフスおよびそ

の他のリケツチア症

流行性感口(インフリレエンう インフルエンザ インフルエンザ インフルエンザ
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図 29 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (対象疾病患者数の合

計 )
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図 30 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (結核 )
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図 31 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (腸チフス)
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図 32 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (パラチフス )
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図 33 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (ペス ト)
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図 34 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (コ レラ)
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図 37 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (ジフテリア)
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図 38 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (イ ンフルエンザ )
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図 39 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (痘そう)
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図 40 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (麻しん )
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図 41 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (ポリオ)
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図 42 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (風しん)
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図 43 人口動態統計から把握される予防接種対象疾病死亡者数の年次推移 (発疹チフス)
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4 予防接種の被接種者数

図 44 結核予防法によるツベルクリン反応被判定者数及び BCG接種者数の年次推移
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図 45 予防接種の被接種者数の年次推移 (対象疾病費被接種者数の合計 )
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図 46 予防接種の被接種者数の年次推移 (ツベルクリン)
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図 47 予防接種の被接種者数の年次推移 (BCG)
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図 48 予防接種の被接種者数の年次推移 (腸チフス・パラチフス混合)
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図 49 予防接種の被接種者数の年次推移 (コ レラ)
被接種者数(人 )
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図 50 予防接種の被接種者数の年次推移 (百日せき )
被接種者数(人 )
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図 51 予防接種の被接種者数の年次推移 (ジフテリア )
被接種者数(人 )
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図 52 予防接種の被接種者数の年次推移 (ジフテリア・百日せき混合)
被接種者数(人)
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図 53 予防接種の被接種者数の年次推移 (ジフテリア・百日せき・破傷風混合)
被接種者数(人 )
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図 54 予防接種の被接種者数の年次推移 (イ ンフルエンザ )
被接種者数(人 )
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56 予防接種の被接種者数の年次推移 (麻疹 )
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図 59 予防接種の被接種者数の年次推移 (発疹チフス)
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昭和 36年

4月

予防接種実施規

貝J改正

○急性灰自髄炎が予防接種の対象に追力口されたことに伴い、施行回

数 (2回/年以上)、 接種量 (lcc)、 接種方法 (不活化ポリオフクチ

ンを 1期-2期 :2週間～6週間、2期-3期 :7ヶ 月とし、いずれ
も皮下注射一回)を規定。

昭和 36年

5月

予防接種実施要

領改正

○接種用具等の整備について、他の予防接種に使用したものを使用

しないことを規定

町ヨ禾1394F

4月

予防接種実施規

則改正

○接種用さじを被接種者ごとの取り換えとする。

○急性灰白髄炎の施行時期・施行回数、接種の方法を改正。
:不活化ポリオフクチンの皮下注射から希釈した三価混合の経口

生ポリオワクチンの経口投与に変更。

昭和 39年

5月

予防接種実施要

領改正

○急性灰白髄炎の予防接種に関する事項を追加
・一度ピペットに吸い取ったり接種用さじに注入した接種液の残液

は必ず廃来し絶対に瓶の中に戻さないこと

昭和 43年

10月

予防接種実施規

則改正

○ジフテリア及び百日せきの予防接種と同時に破傷風の予防接種を

受ける旨の申出をした者に百日せきジフテリア破傷風混合ワクチ

ンの使用を可能とした。

昭和 45年

7月

予防接種実施規

則改正
O乱刺針を多圧針に、乱刺法を多圧法にする。

昭和 45年

7月

予防接種実施要

領改正

03歳未満及び60歳以上に対する腸チフス、パラチフス予防接種
の禁止

昭和 51年

6月

予防接種法改正

健康被害救済制

度の導入

・腸チフス、パラチフス、発しんチフスを予防接種の対象からはず

し、麻しん、風しん、日本脳炎を予防接種の対象に追カロ。
・予防接種による健康被害について法的救済制度を創設
・臨時の予防接種を、一般的なものと緊急の必要がある場合に行う

ものに区分

・被接種者に対する義務規定を残すものの、罰則を廃止

町ヨ禾口51 lF

9月

予防接種実施規

則改正

○接種用器具の滅菌方法に、エチレンオキサイドガス又はコバル ト

60か ら放出されるガンマ線を追加。
○接種者の接種時の注意規定を削除。
→接種後の注意事項を被接種者又はその保護者に対して送付するこ

ととした。 (義務)

○種痘接種方法から切皮法を削除

○ジフテリア及び百日せきの予防接種の接種量、接種方法を改正

○日本脳炎の予防接種の接種量、接種方法を規定。

昭和 51年

9月

新たな予防接種

実施 要領制定

(それまでの要

領は廃止)

○接種液

・注射器に一旦注入した接種液や一旦封を切つた容器の残液を再び

貯蔵して次回の接種に用いてはならない

○接種用具等の整備
・接種用具等 (特に注射針、接種用さじ、体温計等多数必要とする

もの)は市町村長が購入のうえ整備しておくこと
・注射針、注射器、接種用さじ等の接種用具は、ディスポーザブル

のものを使用して差し支えないこと

・接種用具等の滅菌はできるだけ煮沸以外の方法によること
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○予防接種実施計画の作成

・医師一人を含む一班が一時間に対象とする人員は、種痘では80
種痘以外の予防接種では100人程度

予防接種実施規

則改正

○風しんが予防接種の対象に追カロされたことに伴い、接種量、接種

方法を規定
`

予防接種実施要

領改正

○風しん及びインフルエンザ予防接種の対象者、実施時期等につい

て規定

予防接種実施規

則改正

○麻しんが予防接種の対象に追カロされたことに伴い、接種量、接種

方法を規定。

○麻しんの予防接種の対象者等を規定

○「接種用さじ」を「経口投与器具」に変更。

○経回生ポリオワクチンを希釈ではなく、少量投与に変更。

予防接種実施要

領改正

○「接種用さじ」を「経口投与器具Jに変更
○経口生ポリオワクチンの取扱い、接種方法を改正

昭和 63年

1月

各都道府県衛生

主管部局あて通

知 (「予防接種等

の接種器具の取

扱いについて」)

発出

予防接種の実施に当たつては、注射針だけでなく、注射筒も被接

種者ごとに取り替えるよう指導することを内容とした通知の発

出
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表 8 予防機種施行心得 (器具の消■にかかる部分)の変壼 (昭和 23年～昭和 33年 )

昭和 23年

11月

O種覆薦行心得制定
0ジフテリア予防機種施行
心網硼定
0鵬チフス、パラチフス予防
機種施行心得制定
0発 しんチフス予防接種施
行心得制定
0コ レラ予防接雹施行心得
制定

は受直者一人ごと)

接租部位の消毒
・接種の方法 (乱刺法、切皮
法)

注射場
手指の消毒

昭和 24年

10月

0ツペルクリン反応検童心
得制定

・検憂場
・手指の消毒
検査用器具の消審
ア :ツベルクリン測

ウクリンを吸
=lし
て注射器内部を

:注針針は、注射緩 ける者一人
■7,レコール綸千轟 l ドイ l  一

昭和 24年

10月

O繊繊予防接■鮨行心得制
定

・機種場
・手指の消毒

横籠用器具の消毒 (ツベルクリン反応検査心得
に準する)
・機種部位の消豊

昭和 25年

2月

O百 日せき予防接雹鮨行心
得制定
0ツベルクリン反応検査心
得及び結綾予防機薔施行心
得改正

,検査用器具の消審 (注射針の消毒)の改正 :注
射針は、注射を受ける者―人ごとに、乾熱又は湿
(D熱 により消毒した針と取り換えなければな
らない。なお、注射器のツペルクリンが使用し尽
くされたときは、その注射器を消毒しないで、新
しくツベルクリンを吸引して注射を継続 しては
ならない。

昭和 28年

6月

Oイ ンフルエンザ予防接種
施行心得制定 消轟→06%石炭酸水又餞減菌水を

通Lて注つたもの)、 注射針の消壺

・接種部位とその消書
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6 予防接種に使用する器具等の開発・普及に関する文献

表 4 予防接種に使用する器具等の開発・普及に関する文献収集結果概要
年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 有

1948 4
簡単な滅菌

器

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

山本匡

介
手術

2,等 4

号

1950 3
注射針に関

する研究

初期の注射針は薄い鋼板を管状に丸めて作られたもの

であって管の肉厚も厚く錆び易くおうおうにして継ぎ

目から裂ける等の欠点をもつていたが、先人の苦心に

よって現今では円板から絞 りぬいて細管を作り上げる

ようになつてきたので継ぎ目もなくしかも錆び難く、

薄くて丈夫な注射針ができるようになった。

しかしながら管の内面は磨かれてなく黒い酸化物を表

層に留めており耐蝕性も切れ味についてもまだ改善の

余地があるようである。

大越醇

(科研 )

医科器

械学雑

誌

5

1952 5
予防接種と

注射器

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

井藤康

亮 (大

分 )

日本医

師会雑

誌

27巻

12

1953 6

カロ熱滅菌に

関する基礎

的問題

※医中誌 WBには記事概要が不掲載
※国会図書館で現物を確認中

岡崎寛

蔵 (新大

薬学 )

薬局 4巻 6

1953 7

乾燥滅菌に

関する基礎

的問題

※医中誌 WBに は記事概要が不掲載
※国会図書館で現物を確認中

岡崎寛

蔵 (新大

薬学 )

薬局 4着卜7

1958

現在硝子注射筒と対立的立場にあるディスポーザブ

ル・プラスチック注射筒と針がはじめてアメリカで出

来た年である。わが国でも某薬品メーカーがいち早く

これに着眼、大量生産を企図した。

硝子、注

射筒業

界の歩

み

1958

頃 ?

国内での

ディスポ

ーザブル

注射針開

発 と普及

の歴史

その頃の日本の代表的な滅菌法はオー トクレーブ

(高圧蒸気滅菌法)と 乾熱滅菌であった。

これらはいずれも高温で行なわれるため、耐熱性の

低いプラスチックを用いている注射針には使用で

きなかったが、まだ比較的低温で滅菌できる方法が

開発されていなかった。

そのため、国立予防衛生研究所の藤本進博士の指導

により、エチレンオキサイ ドガスによる滅菌法の実

国 澤 尚

子

臨床看

護 2008

年 34巻
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 万

用化に取 り組んだ。

1958

厚生省は、 ・・・国立衛生試験所、高分子学会、大学
の衛生学教室の研究者を動員、数年にわたり (ディス

ポーザブル注射筒・針の)医療分野への導入の可否を

研究させていた。その結果が「可」と出て、プラスチ

ック製品は今日の盛業を呼んだのである。

硝子、注

射筒業

界の歩

み

1958

仁丹体温計 (株)の幹部が訪米して、ディスポーザブ
ル注射器の実用化の動きに接する

⇒同社にてディスポーザブル注射器の開発をスタート

テルモ

社史

1958
放射線滅

菌法

医療用具の放射線滅菌は、1958年、アメリカの

Ethicon社による手術用腸線縫合糸の滅菌への利用

で始まった。その後、使い捨て医療用具の使用が盛

んになるにつれて、これらの材料として多用される

プラスチックの滅菌に適していることもあって、放

射線滅菌法は次第に普及するようになった。

真 室 哲

雄

月刊薬

事 1984

年

bヽ126

1960 4
蒸気滅菌の

知見

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

松村巌、

中島周

平 (鹿島

鉄道病

院)

鉄道薬

学研究

年報

8

1961

(ディスポーザブル・プラスチック注射筒と針の)わ
が国での生産は、アメリカより数年遅れて 1961年 (昭

和 36年)以降大手 2社、中小 3社の医療機メーカーが

行なっている。

硝子、注

射筒業

界の歩

み

1961

昭和 30年代の大きな動きの一つとして特筆せねばな

らぬことに、注射器の基準設定がある。昭和 36年 12

月、薬事法に基づいて、厚生省告示により設定された

もので、注射筒については、外観、構造、寸法、日盛

り、気密、アルカリ溶出度、熱衝撃の 7項 目について

の細かい基準が定められた。

硝子、注

射筒業

界の歩

み

1962 1

乾燥滅菌と

注射器 乾
燥滅菌の必

要な場合と

※医中誌 WEIlには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし
清水喜

人郎 (東

大)

医科器

械学雑

誌

０
４
０
０

資
‐39



年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 口爾

其実際

1962 1

虎の門病院

における注

射器および

注射針の取

り扱い

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし 近藤京

子 (虎の

門病院)

医科器

械学雑

誌

ワ
●
０
●

1962 4
金属製針基の注射 (メ タル針)を輸出向けとして出荷 テルモ

社史

1962
厚生省よリプラスチック製のディスポーザブル注射筒

の承認

テルモ

社史

1963

プラスチック製のディスポーザブル注射筒の販売開始 テルモ

社史

1963 4

中央材料室

の材料 注
射針及び注

射器の改正

※医中誌 W田 には記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

根本春

子 (国立

東一病

院)

看護学

雑誌
27

1963 10

医療用

Plastics lこ

関する研究

(6)Plastic

s製注射筒

医療用 Plastics製注射筒の性能を検討した結果、

Polycarbonat樹 脂製のものは硝子製に劣らず、かつ耐

衝撃性に優れ、また、Polystyrenや PolyprOpilen製

の欠点である耐熱性 (耐滅菌性)や透明度の点でも優

れていた。全ての Plastic製注射筒は Ozon及び紫外線

滅菌を行つた時、変形異常がなかった。

藤井正

道ほ/Jヽ

(厚生

省)

衛生試

験所報

告

81

1963 11

注射筒の

OZONに由る

殺菌法

※医中誌 WEBに は記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

加藤左

織 (森下

仁丹)

特許広

生

N0 2

4548

1964 1

プラスチック製針基のディスポーザブル注射針を販売

開始

テルモ

社史

1964 5

中央滅菌材

料室におけ

る注射器取

扱

※医中誌 WEBに は記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

齋藤あ

き子、阿

部蓉子

(東北

公済病

院)

共済医

幸艮
13
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 万

1964 10

注射器洗浄

方法の再検

討

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

上原淳

(高松

逓信病

院)

通信医

学
16

1964 ０
´

病院に於け

る新 しい滅

菌方法とし

ての酸化

Ethyleneラげ

ス滅菌方法

常温の下では、安全度、滅菌時間の点を考えると、

Ethylene Oxide(ED)濃度 50%60分が最有効である。
金子康

男、齋藤

貞夫 (東

芝中央

病院)

臨床検

査
8

1964 12
注射針消毒

の工夫

煮沸消毒器の中に、 (注射)針をバラバラに入れると

使用の際に取り出しにくく、針先の保護もできません。

そこで私は、開業医の方々の診療室においても簡単に

できる次のような方法を考えました。

まず、オブジェクトグラスに4列包帯を 2～ 3回巻き

つけます。次に包帯の移動を避けるためちょっと水に

ぬらしますと、硝子面に密着します。次いで、注射針

を一方の縁から突き刺し、針先で包帯布をすくつて途

中 2回くらい縫うようにして固定させます。これで煮

沸によって外へ抜け出る心配はありません。使用の際

は、摂子で至極簡単に抜けますから清潔に処理できて

便利に実施しております。

豊原亮

(官城 )

中外医

薬
17

1965 3
乾燥滅菌機

の改良

※医中誌 WBには記事不掲載
※国会図書館にも所蔵なし

永井英

助 (電電

公社健

管理 )

庄内医

学会雑

誌

78
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 号

1965 7

中央材料室

における新

滅菌法Hogy

滅菌 Bagに

よる注射器

其他の器具

の滅菌

私どもの現在の消毒法は、小注射器は洗浄後小ガーゼ

にてくるみ、注射針は付属してクラフト紙にて包み、

ゴム輪にてこれを止める。また 10g以上の注射器は、

木綿の布を二重にした布片を用いて包み、 ・・ 。これ
ら包装したものを、オー トクレーブに入れ 120度、

1.2kg/cm2の圧力をかけ 30分間の消毒を行い、その後

1時間の乾燥を行つている。私どもは作業時間の短縮

と諸作業の簡素化のため、なにか封筒のような袋で簡

単に挿入密封ができ、かつ滅菌効果が充分であるもの

を理想にしていた。今回それらの条件を兼ね備えた保

木社製のメッキン・バッグが製品化された。

メッキン・バッグを使用した結果、長時間滅菌状態を

保持できるから、安心であるほか、包装作業が簡単で

作業能率の向上、労力の節約になる、などの効果があ

った。

松丸悦

子、菊池

きぬ、ほ

か (中野

国療 )

病院設

備
7

1965

高圧蒸気滅

菌法に於け

る二二の知

見

高圧蒸気滅菌を行う場合、滅菌ビンの容量によって、

局方規定の滅菌法を正確に行う目安を得ることができ

る。すなわち、100mlの薬液を 115度で 30分滅菌しよ

うと思えば、その内部がこの温度に達するまでの時間

15分を加えて、40分行えばよく、200ml、 400mlの時

はそれぞれ 55分、60分 と少しずつ増やせばよい。

滅菌ビンに容れた 05%PHC(塩酸プロカイン溶液)を
115度 30分滅菌後、PABA(パラアミノ安息香酸)の分

解率を測定したが、理論的に計算された分解率 23%
よりも少なかった。

実験から得られた知見は、滅菌ビンにて行 う高圧滅菌

の場合の滅菌前後の温度の上昇と下降までの加熱時間

の延長については、分解率にさほど影響がなかったと

いうことである。要するに、PHを 5に調整すれば、115

度 30分の局方規定通りの滅菌を行つても、1%前後の

分解率で実用に供しうると思 う。

菅原正

好、石田

旭 (関東

中央病

院)

薬局 16

1965

滅菌法及び

検査室内感

染予防

※医中誌 W田 には記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

土屋俊

夫 (日

大)

臨床検

査
9
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 口万

1966 2

Hibitane

digluconat

eの消毒効

果に関する

研究

Hibitaneに よる手術野の消毒は極めて優秀であり、器

具の消毒も、5% Hibitane alkOhOl液に 3分間浸す

のみで充分な消毒効果が認められ、従来の週周の方法

に比べ、極めて短時間で消毒され得る。

宮崎雄

二ほか

(札大 )

外科治

療
14

1966 4

注射器 (針 )

の選び方、

使い方

ディスポ注射器、注射針の使用はわが国においても昨

1年 (昭和 39年)血清肝炎の問題が社会的に取り上げ

られた当初は、肝炎患者用として使用されていたが、

暫時輸血用として、また昨年からは看護関係の人件費

及び中央材料室業務の能率化の一環として、全面きり

かえする病院も増加してきた。ディスポ注射器注射針

の一般的利点は、

(1)洗浄、滅菌、選別の必要がない

(2)感染のおそれがない

(3)救急患者に対する治療開始が迅速

(4)刃先の切れ味が良い

(5)針基がプラスチックであり、注射筒との接合がどん

なメーカー製でも完全である

(6)携帯に便利である

などが挙げられている。

具体的な利 `点から考えても経済性の問題 と滅菌の安全

性、中央材料室の合理化、能率化の促進が考えられる。

欧米各国と同じように医師も看護婦も、注射針や注射

器の再生の繁雑さから解放され、患者も切れ味の悪い

注射針や注射による感染の苦痛から解放されることが

望まれる。

山下九

二夫、ほ

か (国立

東一病

院)

Medicin

a
3

1966 6
熱殺菌の基

本的問題

※医中誌 WEBには記事概要不掲載

※国会図書館で現物を確認中

白土志

郎 (科研

化学)

日本醸

造協会

雑誌

1966 9

高圧蒸気滅

菌の原理と

Autoclave

の操作上で

陥り易い不

完全滅菌の

危険

Ethylene Oxideガ スや放射線を別にすれば、現在用

いられている滅菌法の中では、カロ圧された温熱蒸気が

微生物を死滅させるための最も信頼できる経済的な手

段である。不完全滅菌の危険を招いている主因は、

Autoclave自 体の性能が悪いものや機能の劣化したも

のを用いること、正しく操作されていないこと、等で

ある。

長田博

之 、 ほ か

病院設

備
8
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所1又言志 ［万

1966 10

高圧蒸気滅

菌の理解と

其効果の確

認

かつては蒸気滅菌法には、 1)制止、 2)流動または
活性、 3)高圧の 3つの型のものが思い思いに行なわ
れていたが、今の時点では高圧蒸気滅菌法でなければ

ならないとされている。

長田博

之、神木

照雄 (国

立大阪

病院)

病院 25

1966 10

消毒、滅・

殺菌の問題

,点

※医中誌 WEBに は記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし
芝茂、田

口鉄男

(阪大)

Medical

Apparat

us

Culture

7

1966 ０
４

滅菌

DispOsable

製品

最近、比較的低温で良好な殺菌効力を有し、物品の内

部まで浸透しやすく、湿度もそれほど高い必要もない

ガス殺菌というものが、非常に普及してまいりました。

昭和 38年に、日本で初めてガス殺菌というものを企業

化 したわけですが、それ以来 3年の間に、私どもが驚

いているくらいにディスポ製品の滅菌がたいへん普及

しており、今後もさら普及されるものと思われます。

放射線殺菌は (世界的に見れば)相当、普及していま

す。大変な普及率です。ヨーロッパの方に輸出すると

いうような場合は、放射線の滅菌ということを要求さ

れてくるのではなかろうかとい う想像も致しておりま

す。

田辺俊

ほか

医療器

械学雑

誌

36

1967 6

Disposable

注射筒及び

注射針の放

射線滅歯

Disposable注射筒及び注射針の放射線殺菌の可否に

ついて検討した結果、3Mradの 照射により完全に殺菌

することができた。また、3Mlad照射した試料につい

ての安全試験の結果、毒性物の生成は全く認められな

かつた。さらに種々の性能に関する試験の結果も照射

に出来する悪影響は全く認められなかった。

佐藤健
~、
ほか

(都立

アイソ

トープ

研 )

衛生化

学
13

1967 10
注射器消毒

貯槽の考案

※医中誌 WEBに は記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

小西の

ぶえ、古

市純子

(高松

逓信病

院)

逓信医

学
19

1967

器具の使い

方

Disposable

注射器

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし
藤巻道

男 (東医

大)

Medicin

a
4
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 万

1968 3
滅菌の原理

と実際

何年か前、加熱の際漸次温度を上げていけばある温度

に達したら全ての細菌が瞬間的に死ぬはずだと考えら

れたことがある。しかし滅菌は定まつたプロセスをふ

んで行なわれるもので、瞬間的に全ての細菌が死ぬと

いう温度は実際存在 しない。滅菌過程はある範囲内の

温度でどのくらい時間がかかるかという考え方で把握

すべきものである。

滅菌の条件は色々意見もあるが一般に「121度の飽和

蒸気に直接触れて 10分間以上生存できる生物はいな

いJと いうことは最低条件の尺度とされる。

牧野水

城 (聖路

加病院)

病院 27

1968 4
滅菌の原理

と実際

<蒸気滅菌の原理>

水蒸気が熱を放射すると、凝縮が起こつて水になる。

滅菌材料が熱を吸収するにつれて湿気をおびるのはそ

のためである。次から次と送り込まれる水蒸気が有孔

性の滅菌材料に浸透して、まだ湿気も帯びず加熱もさ

れていない部分に達しては凝縮 し水分となって付着す

る。このようにして、全体の材料が一塊として加熱さ

れ、周囲の水蒸気と同じ温度に達して、淡白に編成を

起こして細菌を死滅させる。

牧野水

城 (聖路

加病院 )

病院
０
４

1968 5 注射針の話

使い捨て注射針の包装は以前のハイゼックス復路に加

え、アルミホイル包装、ブリスター包装、プラスチッ

ク容器入りと、より安全性のある包装様式が発達して

きた。

滅菌はエチレンオキサイ ドあるいはガンマー線による

方式がとられている。ほとんどの業者はエチレンオキ

サイ ドの滅菌装置を有 しており、独自の方法でそれぞ

れ滅菌操作はされている。そして滅菌操作のサークル

または使用ガスの混合比などは一定していない。

したがって、それぞれの滅菌について第 3者あるいは

公的機関による滅菌保証はされていない。またできな

いのが日本の現状である。

石田靖

也 (茶谷

産業 )

病院設

備

０

　

　

　

　

・
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 有

1968 5
注射筒の問

題点

注射筒はたび重なる滅菌操作に耐えることはもちろん

であるが、滅菌によるガラス表面の浸蝕度についても、

十分な機能を備えたものでなくてはならない。

したがって、普通、注射筒は次の検査に合格するもの

が要求される。「蒸気圧 :lkg/cll12、 温度 121度の滅菌

装置にて加熱された注射筒を直ちに 20度の水中に投

入する操作を 10回繰り返した時、注射筒は害」れを生じ

てはならない。」

石田靖

也 (茶谷

産業 )

病院設

備
10

1968 5
滅菌の原理

と実際

空気が混じつている不飽和蒸気では、同じ圧力をかけ

ても飽和蒸気の際のように温度が上がらない。空気は

蒸気の浸透を妨げ温度の伝達を妨げる。滅菌器内に残

つている空気が多ければ多いほど、滅菌は不完全にな

る。

蒸気滅菌の効果を上げるためには、滅菌器内の空気を

できるだけ除去しなければならない。

牧野水

城 (聖路

加病院 )

病院 27

1968 6
滅菌の原理

と実際

滅菌が正確かつ健全であるためには大きく分けて 4つ

の因子が考えられる。

(1)滅菌器内の温度を規定の温度に維持する

(2)完全滅菌に必要かつ十分な滅菌時間を守る

(3)滅菌材料と飽和蒸気の直接接触を妨害しないよう

に、材料の清拭と包装が行なわれている

(4)滅菌器内に材料が飽和蒸気との接触に都合のいい

ように積み込まれている

牧野水

城 (聖路

力]病院 )

病院 27

1968 7
滅菌の原理

と実際

<加圧蒸気滅菌器 (オー トクレーブ)>
今 日、加圧蒸気滅菌器には大別して 2種あり、1つは

もつとも一般に外科滅菌に使用されている二重壁の方

のもので、他の 1つは検査室や時には工業用にも使わ

れている一重壁のものである。

一般的な前者については、滅菌器の本体は円筒状の滅

菌室であり、その壁は 2重になっていて、この内缶・

外缶間のスペースにも蒸気が通るようになっている。

つまり、滅菌室は外側にスチームのマントを着たよう

な形になっている。

牧野水

城 (聖路

カロ病院)

病院
つ
ι
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1968 8
滅菌の原理

と実際

アメリカでは、 Emergency Sterilizationと 称して、

緊急の滅菌の目的で短時間で滅菌を完了できる小型オ

ー トクレープを手術場に常置することが一般化してい

る。これは 2kg/cm2,132度 の条件で 3分間の滅菌時間

で済む。高熱に弱い材料には不向きで、一般に金属器

具の滅菌を対象としている。通常この滅菌器は全自動

式になっており、最近は国産のものもみられるように

なった。

牧野水

城 (聖路

力日病院)

病院 ０
４

1968 9
滅菌の原理

と実際

近年欧米で急速に普及し、わが国の病院でも、今後普

及が予想されるエチレンオキサイ ドガス滅菌について

少し触れておこう。

熱に弱い材料について低温殺菌の方法が古くから検討

されていたが、近年この目的にエチレンオキサイドガ

スの使用が病院でも実用化されてきた。拡散浸透力が

強く、紙、セロファン、薄いポリエチレン幕などの有

孔性材料にもよく浸透する。また耐熱性芽胞を含む全

ての細菌やウィールスに強い殺菌力を持っている。そ

のため、ゴムやプラスチックの材料、光学器械、内視

鏡、カテーテルなどの滅菌に重宝される。欠点は、滅

菌に要する時間が長いことで、ガーゼやプラスチック

などで 4～8時間かかるという。

牧野水

城 (聖路

加病院)

病院 27

1968 10
滅菌の原理

と実際

<外科的包装材料 (パック)の滅菌>

熱と湿気の浸透の度合いおよび速度はパックの大き

さ、パックの内容の密度、それから滅菌器の中への積

み方で左右される。パックは、上記の貫通を容易にす

るよう、最も抵抗を少なくする工夫が必要である。

牧野水

城 (聖路

加病院)

病院 27

1968
滅菌の原理

と実際

滅菌材料内の湿気の温度は、滅菌の最中は周囲の蒸気

と同じになつているが、滅菌が終わって蒸気を放出し

て内缶圧を下げると、その湿気は材料のもつ余熱と外

缶に継続して供給されている蒸気の熱で蒸発する。乾

燥の問題は、この内缶内の蒸気体をどうして早く除去

するかに帰着する。

牧野水

城 (聖路

加病院)

病院
０
４
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1968 12
滅菌の原理

と実際

121度 、30分の条件を守って滅菌しているつもりでも、

実際には滅菌が不完全な場合がある。その原因として

は、以下が考えられる。

(1)飽和蒸気を 121123度 という条件の維持に不注意

なとき

(2)滅菌材料の包装の作り方、大きさなどに欠陥がある

とき

(3)包装材料の滅菌器内の積み方に欠陥があるとき

(4)滅菌時間を正しく守らないとき

(5)蒸気滅菌に不適当なものを蒸気滅菌するとき(ワゼ

リン、タルク粉など)

(6)滅菌器の保守、清掃、検査が不完全で、その機能に

欠陥が生じたとき

牧野水

城 (聖路

カロ病院)

病院 27

1969 3
放射線照射

による滅菌

なぜ放射線殺菌がよろしいか、… 。1)包装したまま

殺菌できる、2)冷殺菌である、3)殺菌工程は連続自

動化できる、4)殺菌後の安全性が高い、5)量産の場

合は安価である、6)人手が少なくてすむ。欠′点として、

設備費が高く、少量殺菌には不向きである。

1番簡単なゴム製品とか、あるいはポリプロピレンあ

るいはポリエチレンに包んだ注射針、それからカテー

テルだとか、そんなものはたいていうまい (放射線殺

菌が応用できる)わけでございます。

重松友

道 (原子

力研 )

医科器

械学雑

誌

39

1969 5 放射能滅菌

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし
田辺俊

(国立

衛試)

Minopha

gen

Medical

Review

14

1969

医療用具

の放射線

滅菌

わが国では、1969年に栃木県に最初のガンマ線照射

施設が建設され、当初は輸出用の医療用具の滅菌を

行っていた。

田部 井

雅枝

「総合

臨床」

1993VOL

42

EOガスでは、滅菌対象品に対し浸透力が強く、比較

的低い温度 (40～ 60度)で滅菌処理できるが、有毒

なため残留ガスの問題や、材質によっては溶血性物

質ができる恐れがあるので、放射線の殺菌作用を利

用した放射線滅菌が、注目されるようになった。
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 万

1969 5
医療材料の

放射線滅菌

医療、衛生の進歩と普及につれ医療材料の消費が増大

し、これらの衛生化としての殺菌をより効率よく処理

する必要が増してきた。この要望をみたすべく従来か

ら行われてきた主な殺菌法である加熱・ガス法に比し

て、優るとも劣らぬ利点を持つ放射線殺菌法が注目さ

れるに至った。

殺菌できる線量の放射線を対象物に照射しても、ほと

んど熱の発生は無視しうる。それだから、加熱しては

損傷するおそれの多い医療材料の殺菌に放射線照射は

適している。

加熱によらないものとしてエチレンオキサイ ドを使用

するガス殺菌法があるが、透過力は放射線の方がはる

かに強く、ガスが拡散浸透 し難い部所にまでその効果

は及ぶ利点がある。さらに、他の処理のごとく不連続

な処理工程を必要としないので、連続して殺菌処理を

流れ作業で行うことができる利点がある。この利点は

大量消費に応える大量処理という時代の趨勢に適して

いる。

(注射器の放射線滅菌について)プラスチックスから

なる注射筒と吸子と、鋼製の注射針とを一体とした注

射器が用いられる。2.5帖 adの照射では、その性能に

異常は認められない。

砂田毅

(大阪

市立放

射線中

央研 )

医科器

械学雑

誌

39

1969 9

Disposable

注射器及び

注射針の放

射線滅菌

無菌試験の結果は、貯蔵 2か年後の製品においても、

無菌性は保持された。 しかしながら、照射後に水に漬
けた後、室内に放置した試料群では、包装の破損例が

認められ、この試料からは、かなり高い確率で菌の存

在が認められた。

安全試験の結果は、貯蔵期間中に照射によると思われ

る毒性物の生成は認められなかった。

佐藤健

二、伊藤

宣夫 (都

立アイ

ソトー

プ研 )

東京都

立アイ

ソトー

プ総合

研究所

年報

昭和

43年

度

1969 10

医療用具の

Gamlmaん泉|こ

由る滅菌

※医中誌 W鵬 には記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

佐藤健

二 (国立

アイソ

トープ

総合研)

保健通

信
161
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所1又言志 万

1969

1988

医療用具

の放射線

滅菌

1970年 12月 に、厚生省告示により、医療用具の滅菌

処理法の一つとして放射線滅菌が許可されて以来、現

在までに 8か所のガンマ線照射施設が稼働 している。

<国内のガンマ線滅菌施設>

日本アイソトープ照射協同組合 (設立 1969年 )(栃木
県 )

ラジエエ業 (株)(設立 1972年)(群馬県)
日本アイソトープ協会甲賀研究所 (設立 1981年)(滋

賀県)

テルモ (株)(設立 1983年)(山梨県)
(株)コーガアイントープ (設立 1987年)(滋賀県)
日本メディカルサプライ (株)(設立 1987年)(広島
県)

ニッショウ (株)(設立 1988年)(秋田県)
旭メディカル (株)(設立 1988年)(大分県)

田部 井

雅枝

「総合

臨床」

1993VOL

42

1970 4
Autoclave

と滅菌

実は、蒸気という非常に有利な武器を使いますといと

も簡単に、微生物を殺すことができるということがわ

かつております。

私たちが通常オー トクレーブに使用します蒸気のこと

については、ここでしっかりとお話 ししておかなけれ

ばいかんわけでありますが、通常飽和蒸気というもの

を使います。未蒸発の水がもとのタンクにありまして、

そしてさらにそこへ熱を加える。そうしますと水はど

んどん蒸発していくわけでありますが、そしてついに

は空気が零になります。そして蒸気ばつかりになるわ

けです。この蒸気ばかりになったという状態の時に実

は圧力が増してくることはご存知でしょう。ゲージ圧

が Okg/cm2(の ときには)100度で蒸気になるわけであ

ります。それが次第にそのままどんどんとねっしてゅ

きますと、さらに計器圧が上がってゅきます。約

1.Okg/cm2に上がりましたときに温度は 121度 という

ものを示すことになります。さらに上昇を続けて行き

まして 20になりますと 133度 というような温度を示

すわけであります。これが実はオー トクレーブという

ものの機能の根本をなすものであります。

神木照

雄 (国立

大阪病

院)

医科器

械学雑

誌

40
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1970 9

Disposable

医療用具の

滅菌及び

Marker菌を

使用して滅

菌 Contr。 1

※医中誌 WEBに は記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし 田辺俊、

小島満

子 (国立

衛試 )

Minopha

gen

Medical

Review

1970 9
放射線滅菌

について

(注射針は)ディスポーザブル製品として、 ・・・わ
が国においては、注射筒とともに、もっとも早く放射

線滅菌法を実際面で使用することになると思われる製

品であろう。

(注射筒はその材質としては)ポ リスチレン、ポリプ
ロピレンがあるが、このうちポリスチレン製の場合は、

照射をしても機能上または安全性 (急性毒性、皮膚反

応)の面でも、問題点は生じないようである。

佐藤健

二 (国立

アイソ

トープ

総合研 )

医科器

械学雑

誌

40

1970 ０
●

医療用具の

放射線滅菌

※医中誌 WEBに は記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

田辺俊

(国立

衛試 )

細菌学

雑誌
25

1970 ●
´

医療用具の

放射線滅菌

に関する研

究 (1)γ 線

滅菌が注射

針の物理・

化学的性質

に及ぼす影

響

金属製針基付注射針は、10mega(M)radまでのコバル ト

60のガンマ線照射では、物理的、化学的性質はほとん

ど影響がなかった。

大場琢

磨 、 ほ か

(衛試 )

衛生試

験所報

告

88

1970
０
‘

医療用具の

放射線滅菌

に関する研

究 (2)γ 線

滅菌におけ

る

Disposable

注射筒の物

理的及び化

学的性質の

影響

コバル ト60の γ線照射後 10～ 12か月の Disposable

用注射筒について調べた。05～ 10mega(M)rad照射

の場合、気密度、吸子の最小移動圧力、ゴム栓の弾力

等は影響が認められなかったが、一部試料は 2 5Mrad

以上で、全ての試料は 4 5Mrad以 上の照射で、明らか

に脆化が起こり、落下試験による筒先の破損が認めら

れた。

大場琢

磨 、 ほ か

(衛試 )

衛生試

験所報

告

88
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 号

ディスポ注射器の普及は思ったほどはかばかしくなか

った。これは品質の問題というより、ディスポ製品に

対する抵抗感、つまり「もつたいない」という気持ち

が先に立ったからであつた。国内で普及を促進する契

機となったのは、意外にも災害であった。台風や地震、

あるいはガス爆発などの事故の報に接すると当社はあ

らゆるものに優先して現場に直行し、ディスポ製品を

届けて救援活動を支援した。災害に由つて消毒施設も

なく緊急を要するような場合、ディスポ製品はその真

価を発揮し、医療関係者に喜ばれた。一度使うとその

良さを体験的に知るため、 `・ ・緊急用、手術用には

ディスポ製品でなければ、ということになり、昭和

44,45年 ころから大病院で採用するようになつて、国

内に普及し始めた。

テルモ

社史

1971 1

滅菌法の最

近の進歩

滅菌法の最近の進歩ということになれば、 ・・・第 3
には技術上の問題になります。高真空型のオー トクレ

ーブの採用が多くなりまして、空気を抜くということ

が一段と格汁となったこと、そして滅菌時間がこの結

果短縮されたということ、第 4番 目には酸化エチレン

ガス、この滅菌法が非常に普及してまいりまして、ご

承知のように、内視鏡であるとか、プラスチックの製

品、あるいは非常に多く種類が市販されておりますと

ころのディスポーザブルの器材、こういうものに威力

を発揮しているということであります。

第 5番目には、放射線滅菌の研究が進んできたという

ことであります。近く医療器具の滅菌にもこの放射滅

菌の成果がとり入れられて、近々それが正式に許可さ

れる機運にあるということがあげられましょう。

古橋正

吉 (東医

歯大 )

医科器

械学雑

誌

41

1971 2
滅菌業務に

関する討議

滅菌技法のレベルの低い病院が非常に多いという事実

にも目を向けて頂きたいんです。シンメルプッシュ包

帯材料消毒器とよぶ縦型の装置が今でもかなり多く使

われています。これは平圧の蒸気を供給するもので、

最高 100度ですから「消毒」しようとするガーゼ包み

などの内部はぐんと低温のはずです。滅菌できるどこ

ろか煮沸消毒のほうがまだ安全でしょう。

藤岡一

慎F、 矛者ノ

ロ久子、

ほか

看護技

術
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所1又言志 万

ｎ
フ 4

滅菌済みデ

ィスポーザ

ブル医材の

現況と将来

近年ディスポーザブル製品が非常な勢いで入つてきて

おるのですが、中央材料室としましてはまだこれを全

面的に受け入れる体制にはなっておりません。と申し

ますのは、第 1はコス トの点が問題でございます。

もう1つ原因がございます。チューブ類は非常に洗浄

が難しい。

藤井忠

男、古橋

正吉、ほ

か

医科器

械学雑

誌

41

1971 4
滅菌業務に

関する討議

(中央材料室)では、なんといっても蒸気滅菌の装置
が主役ですが、先ほど指摘されたような、滅菌性能の

悪いオー トクレーブが意外に多く設置されているのは

大問題ですね。滅菌性能を重視するテス ト基準を急い

で作つてもらって、標準より低い性能のものは買わな

いですむようにすべきです し、また現在使用中の欠陥

オーートクレーブは作り直すべきでしょう。

藤岡一

郎、猪ノ

ロ久子、

ほか

看護技

術
17

1971

注射筒に要

求される条

件

外国では滅菌の・・・試験結果を常に保有し、その成

績結果の判明後市販されている。たとえ滅菌されても

包装が不完全な場合、また長期保存による状態の変化

により、再び菌が繁殖することも考えられる。この試

験は専門家である需要家において自主的に検査され、

安全度の高い管理下で使用されることが望ましい。

石田靖

也

病院設

備
13

1971

滅菌をめぐ

る諸問題

病院におけ

る滅菌業務

の実際

病院の減菌業務において不完全滅菌を招く原因の…・

第 1の問題,点 というのは、器械設備に関連のあるもの

にその原因が考えられるものがいがいにおおいという

ことです。第 2は、いかにいい設備を持ち、いい器械

を持っていても、その取り扱い方法が間違つていると

いうことで持って不完全滅菌を招くという原因が考え

られるわけであります。

1の問題につきましては、 ・・・計器類が大きな狂い
をもつているということ、 ・・・というような問題が
あります。

神木照

雄 (国立

大阪病

院)

医科器

械学雑

誌

41

1971

国内での

ディスポ

ーザブル

注射針開

発と普及

の歴史

(日本赤十字社では)1971年には、ディスポーザ
ブル注射器を使用する血液センターが多くなり、

1979年に改訂された業務標準に、試験採血に使用

する注射針は使い捨てとすることが明記された。

国 澤 尚

子

臨床看

護 2008

年 34巻
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 万

1972
●
ι

ディスポー

ザブル医材

の滅菌管理

現在、われわれはディスポーザブル医療器具として、

注射針、注射筒、輸血輸液セット、血液バッグ、シャ

ーレ等の製品を製造しているが、これらの製品は全て

ディスポーザブル製品である以上、完全な無菌状態に

あることが要求される。

エチレンオキサイドガスを使用した滅菌方法は、①ガ

ス濃度、②時間、③温度、④湿度等のファクターによ

り決定されるが、 ・・ 。われわれは7r■の、包装に与
える影響を考慮して、減圧時において、一気に減圧す

ることなく、徐々に減圧を行い、包装の破損を防止し

ている。

外島進

六 (仁丹

テルモ)

医科器

械学雑

誌

ワ
４
′
■

1972 2

ディスポー

ザブル医療

用具のE.0.

ガス滅菌と

EO.ガス残

留について

ディスポーザブル医療用具のEOガス滅菌について
は、いろいろと条件が複雑であり、カロうるに、ディス

ポーザブル医療用具の形態形状によつても、滅菌効果

は大きく左右される。そこで、ディスポーザブルの医

療用具の形態形状も滅菌しやすい形に改良すべきであ

るとともに、市販の滅菌装置に改良を加え、マーカー

菌を使用して、それぞれ安全な滅菌条件を設定すべき

である。いま一つの問題点であるEOガス残留を最小
限度に少なくすることも我々に与えられた問題であ

る。

薮田元
~、
ほか

(日 本

メディ

カルサ

プライ)

医科器

械学雑

誌

42

０
４
７
′
ｎ
フ 3

ジスポザブ

ル医療用具

の滅菌 特
に放射線滅

菌について

現今行なわれているジスポザブル医療用具の滅菌法を

比較すると次のようになる。

高圧蒸気法では用具の材質に変性を来すことが多い。

ガス法では材質の変性は皆無に近い。しかしガス浸入

孔が包装に必要で、菌の再汚染が起こりやすい。放射

線滅菌では放射線が多くの物質を貫通する性質があり

厚手包装で完全シーノンした後に滅菌ができる。欠点と

しては高線量での材質の変性が挙げられる。従つて、

γ線滅菌では完全滅菌ができ、しかも材質の変′陛が起

こらない線量の決定が最大の問題となる。慣用されて

いる線量では誘導放射能は全く起こらず無害である。

田辺俊

(衛試 )

食品照

射

6
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 万

高圧蒸気、ガス法では包装を大きく開放して滅菌釜に

入れ、滅菌後に無菌操作でシールせねばならない。こ

の操作には高度の技術と設備を要し、大量生産ではそ

の実施は困難で、行うとすればきわめて高くつく。エ

チレンオキサイ ド法で包装をシールしてから滅菌釜に

入れるとなると、薄手紙包装とならざるを得ず無菌性

保持の点で問題が残る。

医療用具にプラスチックが使用されるようになり、ま

づエチレンオキサイドガス法が、次により欠点の少な

いγ線滅菌が開発されてきた。現今わが国では大部分

の製品が依然としてエチレンオキサイ ドで処理されて

いるが、早急に放射線滅菌と置き換わることが望まし

い^

1972 10

ディスポー

ザブル医療

用具の滅菌

と材質変化

について

プラスチック製の注射筒に放射線を照射したときにど

ういう物理的変化をするのか、 ・・・外観としてはほ
とんど変化はない。それから、寸法ももちろん変化は

ございませんけれども、色の変化は、ものによつては

僅かに黄色くなるものも出てくるわけです。

それから、ゴム栓の硬度、これはゴム栓と申しますか、

吸子の先端についているゴムの硬さを一応調べてみた

わけです。照射によって、特に変化はございません。

それから、外筒の圧縮強度は、だいたい 2.5メ ガラー

ドくらいが物性的の限度だろうというふうに考えられ

ます。

次に注射針の方なんですけれども、いろいろな線量で

照射して、外観、寸法、色調の変化、引き抜き試験、

弾性試験、曲げ強さを測定した結果でございます。…・

大差はございません。色もほとんど変化ございません

けれども、あるものによっては 2.5メ ガラー ドぐらい

で「針基の色が変化するものが出てまいりました。

大場琢

磨 (国立

衛試 )

医科器

械学雑

誌

42

1972

ディスポー

ザブル注射

器の安全性

について

現在市販されているディスポーザブル注射器には、意

外と多くの問題点があるように思われ、これらの点に

対して充分納得のいく実験データの提示と具体的解決

が施されなければ、全面的に安心しては使用できない

のではないかと思われる。

谷孝之、

鈴木真

理子、は

か (ネ申奈

川衛研

化学)

神奈川

県衛生

研究所

年報

Ｏ
ι
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年 月 記事題名 記事概要 筆者 所収誌 口万

1973 6
滅菌と消毒

(1)

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

小栗豊

子 (順天

大病院

中検 )

検査と

技術
1

1973
η
‘

滅菌 と消毒

(2)

※医中誌 WEBには記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

小栗豊

子 (順天

大病院

中検 )

検査と

技術

1973 9

中央滅菌材

料室の医学

的洗浄設備

注射用器具の洗浄、滅菌を例にとって考えてみると、

なるほど滅菌は完全であるかもしれないが、その洗浄

の段階において、いくら十分に洗浄 しても、水道水を

用いていたのでは、そのなかの発熱性物質は残存し、

注射後の悪寒発熱の原因ともなりかねない。そこです

くなくとも洗浄の際のすすぎは発熱性物質を含まない

滅菌水を用いなければならないと考えられる。

宇佐美

久良 (国

立名古

屋病院)

病院設

備
15

1973 10

注射器の洗

浄効果の検

討

※医中誌 W鵬 には記事不掲載

※国会図書館にも所蔵なし

石黒マ

サ子 (新

潟逓信

病院)

逓信医

学

一ｂ０
４

試験採血用の注射筒は、昭和 27年当初 5ml、 硝子製イ

ンターを使用し、針は金属製で、ともに流水洗浄し再

滅菌し使用していた。昭和 38年 1月 、仁丹テルモから

ディスポ注射筒、翌 39年 1月 にはディスポ注射針が発

売され、血液に由る梅毒感染防御のため注射針は、従

来の再生針からディスポに変わった。39年、血液中の

オース トラリア抗原 (HBs)の発見、続いて 41年、オ

ース トラリア抗原と肝炎との関連性が発見され、オー

ス トラリア抗原の研究が進むに及んで、46年にはディ

スポ注射筒を使用する血液センターが多くなつた。54

年 10月 1日 改訂の業務標準に「試験採血に使用する針

は使い捨てとする」ことが明記された。

日本赤

十字社

「血液

事業の

あゆみ」

平成

3年 8

月 31

日;じ

行

`暑

‐56



図 61 (参考 )
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図 62 (参考)発売当初のディスポーザブル注射筒とメタル針
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7 予防接種に使用する器具等の生産状況等

(1)注射器

表 5 薬事工業生産動態統計調査における注射器に関する分類の推移

図 63 注射針及び注射筒の生産額の推移

14000

12pO。

lQ0011

出典)薬事工業生産動態統計調査
資‐58

区 分
薬事工業生産動態統計調査における分類

S30-S39 S40-42 S43-S50 S51-S57 S58 S59-H10

ディスポーザ

ブル注射針

注射針

(処置用器械

器具 )

注射針 (針付

注射筒および

歯科用を除

く)

注射針 (針付

注射筒及び歯

科用を除く)

ディスポーザ

ブル注射針

ディスポーザ

ブル注射針

(フィルター

付きを含む)

ディスポーザ

ブルでない注

射針

その他の注射

針
注射針

ディスポーザ

ブル注射筒

注射筒

注射筒 (針付

注射筒を含

み、歯科用を

除く)

注射筒 (針付

注射筒を含み

歯科用を除

く)

ディスポーザ

ブル注射筒

ディスポーザ

ブル注射筒

(針付きを含

む)

ディスポーザ

ブルでない注

射筒

その他の注射

筒
注射筒

※昭和 27年～昭和 29年は該当する統計表が掲載されていない。
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生産貿 百万わ

図 64 注射針及び注射筒の生産量の推移
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出典)薬事工業生産動態統計調査

図 65 注射針及び注射筒の単価の推移
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(2)滅菌器・消毒器

表 6 薬事工業生産動態統計調査における滅菌器及び消毒器に関する分類の推移

区 分
薬事工業生産動態統計調査における分類

S30-S39 S40-42 S43-S50 S51-S57 S58 S59-H10

高圧蒸気滅菌

器

(処置及び理

学療法機械器

具 )

(処置用器械

器具 )

消 毒 減 菌 器

(減菌水装置

及び付属品を

含む)

蒸気減菌器

蒸気減菌器

・蒸気減菌器

大型

・蒸気減菌器

小型 (小型

圧力容器 )

高圧蒸気滅菌器

・高圧蒸気滅菌器

(大型)

。高圧蒸気滅菌器

(小型)

乾熱滅菌器 乾熱滅菌器

ガス滅菌器 ガス減菌器

ガス減菌器

・エチレンオ

キサイドガ

ス (E.0.G)

減菌器大型

・エチレンオ

キサイドガ

ス (EO_G)

減菌器小

・その他のガ

ス減菌器

ガス滅菌器
。自動式エチレン

オキサイ ド

(E_0.)滅菌器

・手動式エチレン

オキサイ ド

(E.0)滅菌器
。その他のガス滅

菌器

煮沸及び蒸気

消毒器

煮沸及び蒸気消毒

器

ガス及び薬液

消毒器

ガス及び薬液消毒

器

・ホルマリンガス

消毒器

・その他のガス及

び薬液消毒器

紫外線殺菌器 紫外線殺菌器

殺菌水製造装

置

減菌水装置

・紫外線減菌

水装置

・蒸気減菌水

装置

・その他減菌

水装置

殺菌水製造装置

その他の滅菌

器及び消毒器

その他の消毒

減菌器 (付属

品を含む)

その他の滅菌器及

び消毒器

※昭和 27年～昭和 29年は該当する統計表が掲載されていない。
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図 66 滅菌器及び消毒器の生産額 (合計)の推移
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※昭和 42年以前は、統計上、滅菌器、消毒器を表す区分が設定されていない。

図 67 滅菌器及び消毒器の生産額 (分類別)の推移

※昭和 50年以前は、統計上、「消毒減菌器 (減菌水装置及び付属品を含む)」 の内訳は掲載されていない。
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図 70 滅菌器及び消毒器の生産額 (分類別)の推移 (2)

単価額(単位円)

※昭和 58年以前は、「煮沸または蒸気消毒器」の分類は設定されていない。

図 71 滅菌器及び消毒器の単価 (分類別)の推移 (1)
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図 72 滅菌器及び消毒器の単価 (分類別)の推移 (2)
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※昭和 58年以前は、「煮沸または蒸気消毒器」の分類は設定されていない。
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1 資料2-1
集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する研究班 アンケート調査の概要 (案 )

一
阻 調査対象 抽出方法 対象数 調査方法

奮唇鼈
方法は無記名:‐郵送
とする6  .

備考 印査内容(検証項目との対応)

1 4 3(1 3・(2〕 3(3) 4

卿 鴫辟̈
繭
観却
嘲酬
一
″

即け“一‥感医‐諄一樹印鵠
・‐この一耐

郭酬報疎
削
感影
は一よ‐関″
‐‐‐‐る珊・珊

1暴 目|
1国:肝 |
‐予1感

防染‐

‐接1被 |
1種害
1等発
|」生‐

よ|の |‐

|る 1把
‐
握‐

又
、書
に
よ
る
一取
一り
決
め

具
体
的
な
・手
・技

1都道府県 全数 郵送配布・郵送回収
記入負担に照らして回答
可能か、全数調査の前に
プレ調査を実施する。

○ ○ ○

|

|

2市町村
|

全数 1,742 郵送配布・郵送回収
記入負担に照らして回答
可能か、全数調査の前に
プレ調査を実施する。

○ ○ ○

3関係機関等 抽出

S23～ 63に従事していた開業医、保健
所長など医療・公衆衛生従事者等。
抽出方法は要検討。

配布方法は要検討・

郵送回収
○ ○ ○ ○ ○

※「B型肝炎」には、ウイルス発見前の

※検証項目2B型肝炎ウイルスの感染及び感染被害拡大の実態に関する調査については、先行研究の内容等を確認し、別途実施方法を検討中。



資料 2-2(修 正版 )

平成24年度厚生労働科学研究

「集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する研究」
都道府県アンケート調査 (案 )

◆調査票の内容について確認させていただく場合がありますので、連絡先をご記入下さい。

11‐話名|う:年二
`:準

あ葉島1阜島轟蓬峯|:畠与乞キ詳轟人|あ藉曇臭藉||

■ここでは、昭和 24年度、29年度、34年度、44年度、52年度、63年度の各年度における貴都

道府県 (保健所含む)における集団予防接種等に関する市町村への指導1実態をうかがいます。

■各年度について、当該年度 1年間の集団予防接種等に関する市町村への指導実態を、以下の項

目にそつて記入して下さい。

■■■ 記載要領 ■■■

①集団予防接種等の手技に関する指導内容

(ア )注射針、(イ )注射筒
貴都道府県では、集団予防接種等を実施する際、注射針 。注射筒それぞれについて、被接種者

ごとに取替や消毒を行 うよう市町村に対して指導していましたか。

都道府県の記録文書 (条例、規則、告示、訓令、実施要綱、要領、市政総覧等)や外部の記録
文書 (医師会等の予防接種実施機関が作成 。保管している委託契約書等)を確認 したり、都道府
県・保健所担当者 (OB含む)やその他の関係者 (医師会等)への聞き取りを行い、当時の実施
状況を確認して下さい。

なお、予防接種法の対象疾患によつて手技が異なる場合、保健所ごとに対応が異なる場合には、

該当するすべての番号に○をつけて下さい。

文書保存期間を過ぎている年度もあり、当時の関係者への間き取りにも限界があるなかで、負

担の大きな作業をお願いして恐縮ですが、本調査の趣旨をふまえて可能な限り確認いただき、で

きるだけ精庁の高いデータを収集できるようご協力をお願いいたします^

(ウ )指導内容の確認方法
(ア )注射針、(イ )注射筒それぞれについて回答いただく際、当時の状況についてどのような
方法で確認を取つたか、該当する番号すべてに○をつけて下さい。

②集団予防接種等の手技に関する指導方法

貴都道府県では、集団予防接種等の実施 (注射針 。注射筒の取替・消毒の手技)について、ど
のような方法で指導していましたか。′

なお、予防接種法の対象疾患によつて方法が異なる場合、保健所ごとに対応が異なる場合には、

重え当
=二
重二¥≦塑望塾こ○をつけて下さい。

1予防接種法第 9条によれば、市町村長は、保健所長 (保健所設置市にあつては都道府県知事)
の指示を受け、予防接種を行うこととされています。

貴自治体名
道

県

都

府

部署名 立
ロ 課 係

電話番号 (内線 : )
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「
~~~~~~J~~~~~~~―――

【「2.独自文書を作成し、これを送付して指導Jと 回答した場合】
お手数ですが、文書 1点につき 1枚、「独自文書の詳細把握シート」を記入して下さい。

あわせて、差支えなければ、当該文書を複写し、シー トとあわせてお送り下さい。

集団予防接種等の実施 (注射針・注射筒の取替・消毒の手技)に関して盛り込まれている内容
を確認させていただきたいだけですので、個人や団体が特定される部分を伏せた形でも、該当部

分だけを抜粋した形でもかまいません。できる限りご協力をお願いいたします。

③集団予防接種等の手技に関する実態把握

貴都道府県では、管内の集団予防接種等の実施 (注射針 。注射筒の取替・消毒の手技)状況が
どうなつていたか、何らかの方法で実態を把握していましたか。

なお、予防接種法の対象疾患によつて方法が異なる場合、保健所ごとに対応が異なる場合には、

該当するすべての番号に○をつけて下さい。

1.昭和 24年度の集団予防接種等に関する市町村への指導実績

① 集 団 予

防 接種 等

の 手 技 に

関 す る指

導の内容

(ア )注射針

【複数回答可】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導

4.被接種者ごとの取替・消毒の指導は実施せず

5。 その他 (                    )
6.記録がなく分からない

(イ )注射筒

【複数回答可】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導

4.被接種者ごとの取替 。消毒の指導は実施せず
5.その他 (                   )
6.記録がなく分からない

(ウ )(ァ ),(イ )

をどのような方

法で確認しまし

たか |

【複数回答可】

都道府県の記録文書の検索

外部の記録文書の検索

都道府県担当者への聞き取り

その他の関係者への聞き取り

その他 (

１

　

２

　
３

②集団予防接種等の手技に

関する指導の方法 【複数回答

可】

1.厚生労働省からの文書を送付して指導

2.独 自文書を作成し、これを送付して指導ξ 「独 自文書の詳細把

握シー ト」を記入下さい。
3.市町村の担当者を呼んで、または、市町村を訪問して指導

4.そ の他 (                   )
5。 分からない

③集団予防接種等の手技に

関する実態把握 (指導結果の

確認)【複数回答可】

1.都道府県の指導に対する市町村からの自発的な報告により把握

していた

2.市町村へ文書により照会し実態を把握していた

3.市町村の担当者を呼んで、または市町村を訪問して実態を把握

していた

4.その他 (                   )
5.予防接種等の手技に関する実態は把握していなかった

6.分からない

-2-



2.昭和 29年度の集団予防接種等に関する市町村への指導実績

QI泰 1甲‐予
防‐接種等

の手1技 に

関す る指

導の内容■

(ア).準射針|
1巖豪由碁奇i

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2被接種者ごとに消毒 ∽日熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導
4.被接種者ごとの取替 。消毒の指導は実施せず
5。 その他 (

6.記録がなく分からない

(イ)1注射筒

桑Ⅲ

“

,

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導

4.被接種者ごとの取替・消毒の指導は実施せず
5,その他 (

6.記録がなく分からない

(ウ )(ア )(イ )

をどのような方

法で確認しまし

たか■ . ‐■ |

【複数回答可】

1.都道府県の記録文書の検索

2.外部の記録文書の検索
3.都道府県担当者への聞き取り

4.その他の関係者への聞き取り

5,その他 (

1.厚生労働省からの文書を送付して指導
2.独 自文書を作成し、これを送付して指導ξ 「独自文書の詳細把

握シー ト」を記入下さい。
3.市町村の担当者を呼んで、または、市町村を訪問して指導
4。 その他 (                   )
5.分からない

議「議操事,γ
‐ |       ‐|   |    |11 

‐  .   1   1  1

1.都道府県の指導に対する市町村からの自発的な報告により把握

していた

2.市町村へ文書により照会 し実態を把握していた

3.市町村の担当者を呼んで、または市町村を訪問して実態を把握

していた

4.そ の他 (                   )
5.予防接種等の手技に関する実態は把握していなかつた

6.分からない
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3.昭和 34年度の集団予防接種等に関する市町村への指導実績

① 集 団 予

防 接 種 等

の 手 技 に

関 す る指

導の内容■i

(ア ).注射針 |

【複数回答可】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導
4.被接種者ごとの取替・消毒の指導は実施せず
5,その他 (                    )
6.記録がなく分からない

(イ )注射筒 |

【複数回答苛】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導  '
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導
4.被接種者ごとの取替 。消毒の指導は実施せず
5,その他 (

6.記録がなく分からない

(ウ )(ア )(イ )

をどのような方

法で確認しまし

たか

【複数回答可】

都道府県の記録文書の検索

外部の記録文書の検索

都道府県担当者への間き取り

その他の関係者への聞き取り

その他 (

②集団予防接種等の手技に

関する指導の方法 【複数回答

可】  |‐‐

1.厚生労働省からの文書を送付して指導
2.独 自文書を作成 し、これを送付して指導げ 「独自文書の詳細把

握シー ト」を記入下さい。
3.市町村の担当者を呼んで、または、市町村を訪問して指導

4。 その他 (                    )
5.分からない

③集団予防接種等の手技に

関する実態把握 (指導結果の

確認)【複数回答可】

1.都道府県の指導に対する市町村からの自発的な報告により把握

していた

2.市町村へ文書により照会し実態を把握していた

3.市町村の担当者を呼んで、または市町村を訪問して実態を把握

していた

4.そ の他 (                    )
5.予防接種等の手技に関する実態は把握していなかつた

6.分からない
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4.昭和 44年度の集団予防接種等に関する市町村への指導実績

①集‐団予

防接碑等

の手技に

関する1指

曇あ

^‐

蓉|

踏嘉皐,
1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコニル綿を用いて消毒するよう指導

4.被接種者ごとの取替・消毒の指導は実施せず
5.そ の他 (

6.記録がなく分からない

1進1装言讐:i
被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導 .

被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導

被接種者ごとの取替 。消毒の指導は実施せず

その他 (

記録がなく分からない

２

　

３

|(ウ ).(ア )(イ )

をどのような方

法で確認しまし
たか■| |: ‐

1確薮●各可】

都道府県の記録文書の検索

外部の記録文書の検索

都道府県担当者への聞き取り

その他の関係者への間き取り

その他 (

鯖駆鰤覇魅浩』:
1.厚生労働省からの文書を送付して指導

2.独 自文書を作成し、これを送付して指導ξ「独自文書の詳細把

握シー ト」を記入下さい。

3.市町村の担当者を呼んで、または、市町村を訪問して指導

4。 その他 (                   )
5.分からない

1.都道府県の指導に対する市町村からの自発的な報告により把握

していた

2.市町村へ文書により照会し実態を把握していた

3.市町村の担当者を呼んで、または市町村を訪問して実態を把握

していた

4。 その他 (                   )
5,予防接種等の手技に関する実態は把握していなかつた

6.分からない
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5.昭和 52年度の集団予防接種等に関する市町村への指導実績

① 集 団 予

防 接 種 等

の 手 技 に

関 す る 指

導の内容

(ア)注射針 |

【複数回答可】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 ∽口熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導

4.被接種者ごとの取替 。消毒の指導は実施せず
5.その他 (                   )
6.記録がなく分からない

(イ)1注射筒
‐

【複数回答可】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (カロ熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導
4.被接種者ごとの取替・消毒の指導は実施せず
5。 その他 (                   )
6.記録がなく分からない

(ウ )(ア )(イ )

をどのような方

法で確認しまし

たか

【複数回答可】

1.都道府県の記録文書の検索
2.外部の記録文書の検索
3.都道府県担当者への聞き取り

4。 その他の関係者への聞き取り

5。 その他 (

②集団予防接種等の手技に

関する指導の方法 【複数回答

可】         |

1.厚生労働省からの文書を送付して指導
2.独 自文書を作成し、これを送付して指導ぽ「独自文書の詳細把

握シー ト」を記入下さい。
3.市町村の担当者を呼んで、または、市町村を訪問して指導
4.そ の他 (                   )
5.分からない

③集口1予防接樺等の手技||

関する実態把握 (指導結果の

確認)【複数回答可】|  ‐

1.都道府県の指導に対する市町村からの自発的な幸艮告により把握

していた

2.市町村へ文書により照会し実態を把握していた

3.市町村の担当者を呼んで、または市町村を訪問して実態を把握

していた

4。 その他 (                   )
5.予防接種等の手技に関する実態は把握していなかった

6.分からない
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6.昭和 63年度の集団予防接種等に関する市町村への指導実績

①集1団 1予 |

防接:種 等‐

の■:技 |■
関す||る 指

・

導の内容 |::

(ア :ヽ注射針|

【複数回答可】

1.被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
2.被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
3.被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導
4.被接種者ごとの取替・消毒の指導は実施せず
5。 その他 (                    )
6.記録がなく分からない

(イ)'注射筒|‐

【篠肇口答●,

被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)するよう指導
被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)するよう指導
被接種者ごとにアルコール綿を用いて消毒するよう指導

被接種者ごとの取替 。消毒の指導は実施せず

その他 (                    )
記録がなく分からない

４

５

|(ウ )(ア )(イ )

をどのような方

法で確認しまし

たか,1 1 :  :

|【複数回答可】:

都道府県の記録文書の検索

外部の記録文書の検索

都道府県担当者への間き取り

その他の関係者への聞き取り

その他 (

４

　

５

篇  :聯誓
1.厚生労働省からの文書を送付して指導

2.独 自文書を作成 し、これを送付して指導ぽ「独自文書の詳細把

握シー ト」を記入下さい。
3.市町村の担当者を呼んで、または、市町村を訪問して指導

4.そ の他 (                   )
5.分からない

1.都道府県の指導に対する市町村からの自発的な報告により把握

していた

2.市町村へ文書により照会し実態を把握していた

3.市町村の担当者を呼んで、または市町村を訪問して実態を把握

していた

4.そ の他 (                    )
5.予防接種等の手技に関する実態は把握していなかつた

6.分からない
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II:昭和20年■03年の集団予防接種等によ―る0型諄炎の感染可能性が疑われる具体的な事IFl:

1.貴都道府県では、管内において、昭和 63(1988)年 3月 以前に行われた集団予防接種等によ

るB型肝炎 (ウイルス発見前の血清肝炎を含む)の感染可能性が疑われる具体的な事例について、

昭和 63(1988)年 3月 以前に把握した記録がありますか。
1.昭和 63(1988)年 3月 以前に把握 していた記録がある。

2.日召不日63 (1988)

3.分からない
年 3月 以前に把握した記録はない。
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2.貴都道府県では、管内において、昭和 63(1988)年 3月 以前に行われた集団予防接種等によ

るB型肝炎 (ウイルス発見前の血清肝炎を含む)の感染可能性が疑われる具体的な事例について、

昭和 63(1988)年 4月 以降に把握した記録がありますか。上記、昭和 63(1988)年 3月 以前の

把握状況を確認する過程で見つかつた記録があれば、是非とも記入して下さい。

1.昭和 63(1988)年 4月 以降に把握 した記録がある
→具体的な事例の概要 (時期(地域、規模等)と 対応

2.日召不口63 (1988)

3.分からない
年 4月 以降に把握 した記録はない

■調査は以上です。お忙しいところご協力ありがとうございました■
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1資料 2-3(修 正版)|
|  _、 _ :_三__ __´ ―一  一J~        

平成24年度厚生労働科学研究
「集団予防接種等によるB型肝炎感染拡大の検証及び再発防止に関する研究」

市町村アンケート調査 (案 )

111111■‐||‐ |■ 1■■■■|■||11.:11■ |=|:111■|||■|■■■|||||=|■■■■■|■||■||||.1■■|1111■ |■ ||‐■|
■ 1昭和 23年■63‐年の集団予防接種等の実施実態|‐■|

■ここでは、昭和 24年度、29年度、34年度、44年度、52年度、63年度の各年度における貴市

町村における予防接種の実施実態をうかがいます。

■この間に市町村合併があつた場合、お手数ですが、合併前の市町村、合併後の市町村それぞれ

に、当該市町村が存在した期間の状況を記入して下さい。合併により平成元年度以降にできた

市町村の状況については記入不要です。

例)昭和 50年 4月 にA市とB町が合併し、C市になつた場合、合併前のA市 口B町については

昭和 24、 29、 34、 44年度の状況を、合併後の C市については昭和 52、 63年度の状況を記

入=記入欄 3行を使用

■各年度について、以下の項目を記入して下さい。

(1)予防接種の実績 (1年間 )

当該年度 1年間の市町村における予防接種の実績について記入して下さい。

①実施形態

予防接種の実施形態について、該当する番号すべてに○をつけて下さい。

↓                   ・

【「1集団接種の実績あり」と回答した場合】

②集団予防接種等の手技実態

①予防接種の実施形態において、「1集団接種の実績あり」と回答した場合、集団予防接種等の

具体的な手技実態について記入して下さい。

◆調査票の内容について確認させていただく場合がありますので、連絡先をご記入下さい。

貴自治体名
道

県

都

府

一
，巾
村

区

町

部署名 立
ロ 謀 係

電話番号 (内線 : )

-1-



(ア )注射針、 (イ )注射筒

集団予防接種等を実施する際、注射針 。注射筒それぞれについて、被接種者ごとに取替や消毒

を実施 していましたか。

当該市町村の記録文書 (条例、規則、告示、訓令、実施要綱、要領、市政総覧等)や外部の記

録文書 (医師会等の予防接種実施機関が作成 。保管している委託契約書等)を確認したり、当該

市町村担当者 (OB含む)やその他の関係者 (医師会等)への間き取りを行い、当時の実施状況

を確認 してください。

なお、予防接種法の対象疾患によって手技が異なる場合には、該当するすべての番号に○をつ

けて下さい。            .
文書保存期間を過ぎている年度もあり、当時の関係者への聞き取りにも限界があるなかで(負

担の大きな作業をお願いして恐縮ですが、本調査の趣旨をふまえて可能な限り確認いただき、で

きるだけ精度の高いデータを収集できるようご協力をお願いいたします^

(ウ )実態の確認方法

(ア )注射針、(イ )注射筒それぞれについて回答いただく際、当時の状況についてどのような

方法で確認を取つたか、該当する番号すべてに○をつけて下さい。

(2)独自文書の有無 (4月 1日 時点 )

当該年度 4月 1日 時点で、集団予防接種等の実施 (注射針 。注射筒の取替 。消毒の手技)につ

いて、国の法令・通知等以外に、当該市町村独自に作成 した取り決め文書がありましたか。

当該市町村が自ら作成した条例、規則、告示、訓令、実施要綱・要領、その他の関係機関 (例 :

医師会等の予防接種実施機関)が作成 した文書があれば、「1独 自文書がある」に○をつけて下さ

い。

↓

【「1独自文書がある」と回答した場合】

お手数ですが、文書 1点につき 1枚、「独自文書の詳細把握シート」を記入して下さい。

あわせて、差支えなければ、当該文書を複写し、シー トとあわせてお送り下さい。

集団予防接種等の実施 (注射針 。注射筒の取替・消毒の手技)に関して盛り込まれている内容

を確認させていただきたいだけですので、個人や団体が特定される部分を伏せた形でも、該当部

分だけを抜粋した形でもかまいません。できる限りご協力をお願いいたします。
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2  3  4  5  1 2 1
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1  2  3  4  1  2  3  4  5  0  1  2  1  4  5  6  1
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1 貴市町村では、管内において、昭和 63(1988)年 3月 以前に行われた集団予防接種等による
B型肝炎 (ウイルス発見前の血清肝炎を含む)の感染可能性が疑われる具体的な事例について、

昭和 63(1988)年 3月以前に把握した記録がありますか。
1.昭和 63(1988)年 3月 以前に把握 していた記録がある。

的な事例の概要 (時期、地域、規模等)と対応 :

2昭和 63(1988)年 3月 以前に把握していた記録はない。
3分からない
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2 貴市町村では、管内において、昭和 63(1988)年 3月 以前に行われた集団予防接種等による
B型肝炎 (ウイルス発見前の血清肝炎を含む)の感染可能性が疑われる具体的な事例について、

昭和 63(1988)年 4月 以降に把握した記録がありますか。上記、昭和 63(1988)年 3月 以前の

把握状況を確認する過程で見つかつた記録があれば、是非とも記入して下さい。

1.昭和 63(1988)年 4月 以降に把握した記録がある
→具体的な事例の概要 (時期、地域、規模等)と対応 :

2.昭和 63(1988)年 4月 以降に把握した記録はない
3分からない

■調査は以上です。お忙しいところご協力ありがとうございました■
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独自文書の詳細把握シート【市町村用】
文書が複数ある場合、1から順に番号を振って下さい↑

1.文書の作成主体

1市町村          2そ の他(       )

2文書の作成年月

昭和 (    )年 (    )月

3.文書等の種類

1条例

2規則

3告示
4訓令

5実施要綱、要領

6その他(       )

4.当該文書において集団予防接種等の実施 (注射針・注射筒の取替・消毒の手技)に関して盛り込まれ
ている内容 (Oはいくつでも)

1注射針を被接種者ごとに取替 (ディスポ使用)

2注射針を被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)

3注射針を被接種者ごとにアルコール綿で消毒

4注射筒を被接種者ごとに取替 (ディスポ使用 )

5注射筒を被接種者ごとに消毒 (加熱滅菌)

6注射筒を被接種者ごとにアルコール綿で消毒

7その他 (
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